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1．長寿命化修繕計画の目的

1）背景

図1．建設後50年以上の橋梁の推移

2）目的

2．長寿命化修繕計画の対象橋梁
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　七ヶ浜町が長寿命化修繕計画を策定する橋梁は令和元年3月現在で3橋あり、建設後50年を
経過した高齢化橋梁は現在のところ0％ですが、10年後には約33％に達し、20年後には約67％
に達する見込みであり、橋梁の高齢化が急速に進みます。
　今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架け替えに要する経費に対し、計画的なコスト縮減への
取り組みが不可欠となります。

　従来の損傷・劣化が大きくなってから対策を実施する事後保全（大規模補修 高コスト）から、損
傷・劣化が小さいうちから対策を実施する予防保全（小規模補修 低コスト）へと移行することでラ
イフサイクルコストの縮減を図るとともに、適切な維持管理を継続的に行うことで地域道路ネット
ワークの安全性・信頼性を確保することを目的とします。

　□　宮城県七ヶ浜町
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3．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

図2．橋梁の点検および維持管理の体系

1）健全度の把握の基本的な方針

2）日常的な維持管理に関する基本的な方針

写真1．路面 写真2．排水ます 写真3．床組
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロールおよび清掃などの実
施を徹底します。

　□　宮城県七ヶ浜町

　橋梁を適正に維持管理するため、通常点検・定期点検・異常時点検等の点検を実施していま
す。

※みやぎ型・市町村版 橋梁点検マニュアル(案) ・・・ 「基礎データ収集要領(案) 国土交通省国土技術政策総合研究所」を基本とし、
宮城県の地域特性を踏まえた評価項目を追加したもの。

　橋梁の架設年度や立地条件などを十分に考慮し、みやぎ型・市町村版 橋梁点検マニュアル
(案) に基づいて定期的に点検を実施し、橋梁の損傷状況を把握します。
　定期点検では、新技術としてタブレットを活用した損傷個所の調査を実施します。また、令和３
年度以降に点検を実施する全ての橋梁において、新技術の活用を実施し、費用削減や点検の
効率化を図ります。
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4．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架け替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

図3．維持管理シナリオ

5．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架け替え時期

1）点検

2）修繕又は架け替え対策
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　□　宮城県七ヶ浜町

　今年度計画を策定した3橋について次回点検時期は2024年度を見込みとし、通常点検および
定期点検を継続的に実施します。

　上記の修繕および架け替え対策橋梁については、今後、定期点検を実施していく過程で確認さ
れる損傷に応じて優先的に補修工事を要する場合もあり、定期点検毎に見直しを図ります。

　今年度計画を策定した3橋について劣化予測から修繕時期を算定し、修繕および架け替え対策
を実施する予定です。また、損傷状況および路線重要度から優先順位の高い橋梁より補修工事
を実施します。

　長寿命化修繕計画を策定する場合、「事後保全型」と「予防保全型」の維持管理シナリオによる
ライフサイクルコストを比較し、検討を行います。

　予防的な修繕・補修などの実施を徹底することにより、修繕・架け替えに係る費用の低コスト化
を図り、ライフサイクルコストの縮減を目指します。
　令和３年度以降に補修検討を実施する全ての橋梁において、様々な新技術活用の検討を実施
し、費用縮減や事業の効率化を図ります。
　なお、橋梁の集約化・撤去、機能縮小などによる費用の縮減については、社会情勢や施設の
利用状況の変化に応じ、地元の意見も踏まえながら検討を行っていきます。
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6．長寿命化修繕計画による効果

7．計画策定担当部署及び意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

１）計画策定担当部署

宮城県七ヶ浜町　建設課　Tel：０２２ー３５７－７４４２（建設係）

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

東北大学大学院工学研究科 教授  鈴木基行
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　□　宮城県七ヶ浜町

橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　2069年までに事後保全による補修費用は約3億円かかるのに対し、予防保全による補修費用
は約0.8億円（2.2億円の縮減）となり、約74％の縮減が見込まれます。

　以下に、今後の修繕および架け替えにかかる費用についてシミュレーションを行ったものを示し
ます。
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8．橋梁長寿命化修繕計画一覧表 

　□　宮城県七ヶ浜町
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画


